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３
年
ぶ
り
の
吉
田
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
２
日
間
で
の

開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
ぎ
ゅ
っ
と

ま
と
め
て
７
月
23
日
（
土
）
午
後
５

時
～
９
時
20
分
に
開
催
し
ま
す
。

・
絵
灯
ろ
う
の
披
露

　
　
ロ
ー
タ
リ
ー
～
上
町
丁
字
路

・
山
車
集
合
　
　
駅
前
広
場
周
辺

・
踊
り
の
披
露

・
吉
田
太
鼓
龍
神
会
の
太
鼓
披
露

・
吉
田
民
謡
流
し

・
吉
田
ば
や
し

・
吉
田
繁
盛
ぶ
し

・
吉
田
甚
句

・
よ
し
だ
笑
猫
の
踊
り
の
披
露

熱
中
症
対
策
を
十
分
に
と
っ
た
う

え
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第63回吉田まつりを開催します第63回吉田まつりを開催します



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆吉 田 商工会だより （2）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
青

年
部
事
業
も
行
え
な
い
時
期
が
あ
り
ま

し
た
が
、
６
月
18
日
に
３
年
ぶ
り
と
な

る
現
役
青
年
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
湯
田

上
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
イ
し
、

魚
竹
本
館
さ
ん
に
て
表
彰
式
並
び
に
懇

親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

現
役
青
年
部
だ
け
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
20
名
の
部
員
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
早
く
集
合
し
て
バ
ス
で
ゴ
ル
フ
場

ま
で
行
く
と
の
こ
と
で
、
遅
刻
者
が
出

る
の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
遅
刻

者
も
お
ら
ず
順
調
な
滑
り
出
し
と
な
り

ま
し
た
。

天
気
は
最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
？
気
温

30
度
に
迫
る
予
報
の
中
ス
タ
ー
ト
。
朝

早
い
こ
と
も
あ
り
す
が
す
が
し
い
風
が

吹
く
中
で
、
右
へ
左
へ
と
コ
ー
ス
を
走

る
人
も
い

れ
ば
プ
ロ

顔
負
け
の

ス
イ
ン
グ

も
飛
び
出

し
驚
か
さ

れ
る
場
面

も
あ
り
ま

し
た
。
今

回
初
参
加

の
部
員
も

多
く
、
上
手
く
い
か
な
い
時
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
つ
つ
、
皆
さ
ん
和
気
あ
い

あ
い
と
思
い
思
い
の
プ
レ
イ
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

後
半
か
ら
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ

に
な
り
、
朝
の
す
が
す
が
し
い
風
は
ど

こ
に
？
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
旗
を
忘

れ
る
ミ
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ケ
ガ
人

が
出
る
こ
と
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ス
コ
ア
は
、、、
ふ
れ
な
い
こ
と
に
し

て
（
笑
）
た
だ
参
加
者
の
合
計
点
数
は

２
３
７
１
点
♡

懇
親
会
で
は
、
名
司
会
者
か
ら
表
彰

式
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
笑
い
の

絶
え
な
い
青
年
部
ら
し
い
懇
親
会
と
な

り
更
に
親
睦
が
深
ま
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
ゴ
ル
フ
が
初
め
て
と
い
う
部
員

の
た
め
に
ゴ
ル
フ
好
き
部
員
が
練
習
に

連
れ
て
行
く
な
ど
、
吉
田
商
工
会
青
年

部
の
絆
の
深
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
改
め

て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
に
当
た
り
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
次
は
吉
田
ま
つ
り
で
す
。
青
年
部

に
入
会
し
て
ま
だ
ま
つ
り
に
参
加
し
た

こ
と
の
な
い
部
員
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
古
谷
部
長
中
心
に
今
後
の
事
業
も

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
５
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
県
女

性
連
通
常
総
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
部
員
増
強
運
動
「
新
規
加
入
者
部
員

数
」
で
当
女
性
部
が
県
内
１
位
を
獲
得

し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
は
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性

部
役
員
の
方
々
が
＂
部
員
の
た
め
、
地

域
の
た
め
＂
の
活
動
を
懸
命
に
考
え
、

「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
…
」
と
い
う
言
い
訳

を
せ
ず
、
新
し
い
活
動
を
積
極
的
に
実

施
し
て
き
た
成
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ご

加
入
い
た
だ
い
た
皆
様
、
お
声
か

け
等
を
し
て
い
た
だ
い
た
女
性
部
員
、

商
工
会
員
の
皆
様
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
部
員
同
士

の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
吉
田
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
一
人

で
も
多
く

の
仲
間
を

作
っ
て
い

き
た
い
と

考
え
て
お

り
ま
す
の

で
、
引
き

続
き
ご
協

力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

青
年
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
！！

吉
田
商
工
会
女
性
部
　
部
員
増
強
運
動

新
規
加
入
者
数
で
県
内
１
位
を
獲
得

小
林
委
員
会
委
員
長

　
小
林
友
和
　（
㈲
亀
倉
自
動
車
）
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市
民
の
皆
さ
ん
の
創
作
活
動
の
場
と
し
て
、
作

品
を
ま
と
め
た
文
芸
誌
「
文
芸
つ
ば
め
第
16
号
」

の
発
刊
を
来
年
３
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
書
き
留
め
た
も
の
や
、ふ
と
感
じ
た
こ
と
な
ど
、

思
い
思
い
の
作
品
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
は
１
人
３
部
門
以
内
で
、
１
部
門
に
つ
き

１
編
と
し
ま
す
。
部
門
ご
と
の
応
募
規
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

※
原
稿
用
紙
は
４
０
０
字
詰
め
の
も
の
を
使
用
。

【
募
集
作
品
応
募
規
定
】

◦
小
説
の
部
…
原
稿
用
紙
４
枚
以
上
20
枚
以
内

◦
詩
の
部
…
現
代
詩
と
し
、
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

◦
随
筆
の
部
…
原
稿
用
紙
３
枚
以
上
10
枚
以
内

（
紀
行
・
体
験
文
な
ど
含
む
）

◦
童
話
の
部
…
原
稿
用
紙
４
枚
以
上
20
枚
以
内

◦
短
歌
の
部
…
５
首
を
１
編

◦
俳
句
の
部
…
５
句
を
１
編

◦
川
柳
の
部
…
５
句
を
１
編

【
応
募
資
格
】

◦
小
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

◦
燕
市
出
身
の
人
お
よ
び
市
の
文
化
団
体
な
ど
に

所
属
し
て
い
る
人

【
応
募
期
限
】

９
月
16
日
（
金
）
必
着

【
そ
の
他
】

作
品
は
、文
芸
つ
ば
め
編
集
委
員
で
校
正
し
、「
文

芸
つ
ば
め
第
16
号
」（
令
和
５
年
３
月
上
旬
発
刊

予
定
） 

誌
上
に
掲
載
。
詳
細
は
、
作
品
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
作
品
募
集
要
項
お
よ
び
応
募

用
原
稿
用
紙
は
、
分
水
公
民
館
・
吉
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
・
各
図
書
館
・
社
会
教
育
課
（
市
役
所

３
階
15
番
窓
口
、
中
央
公
民
館
内
）
に
あ
り
ま
す
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
】

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
０
２
５
６
・
63
・
７
０
０
２ 

文
芸
誌
「
文
芸
つ
ば
め

第
16
号
」
作
品
募
集

５月の商工会だよりで募集した『うちの自慢の
人材』、早速あちこちからご推薦いただき大変あ
りがとうございます。記念すべき初回は㈲イワセ
のオンマータイさんをご紹介します。

今年の４月26日に入社したオンマータイさん、
どんな方なのか瀬戸社長にお聞きしてみました。
「2019年に私が日本のＯＤＡでミャンマーを訪

れた際、ガイド、通訳をしてくれたのが彼女です。
当時は想像より発展している都市や、人々のやさ
しさに触発され、この国と仕事がしたいと考えて
いた所でした。そんな中、訪問した先々で彼女が
声をかけるのを見て、人脈のある凄い人物なのだ
という印象を持っていました。

その後政変やコロナでミャンマーを訪れる日本
人が減って仕事がなくなったと聞き、うちの会社
で働かないかと誘いました。仕事はもちろん一生
懸命やってくれて戦力になっていますが、それよ
りも覚えた技術を使ってミャンマーと日本の架け
橋になってもらえる事を期待しております。」

ミャンマーでは25年間通訳とガイドの仕事を
して、会社も経営しているオンマータイさん、な
ぜ日本で働こうと思ったのでしょうか。
「日本語に興味を持ったのは、高校生のころド

ラマ『おしん』を観たことがきっかけで、30円
で日本語の本を買って勉強を始めました。英語で
通訳の仕事を始めてから、ツアーで訪れた日本の
方と話す機会が増え、本格的に日本語を勉強しよ
うと２年間、日本の短大に留学した事もあります。
留学時にはバイト経験もあるので、日本で働く事
はすんなり決める事ができました。あとは瀬戸社
長や皆さんがとても優しく家族のように思ってい
るからという理由もあります。」

今後、どのような仕事をしていきたいのかお聞

きすると
「私も瀬戸社長と同じ『日本とミャンマーの架け橋

になりたい』という思いを持っています。働き口のな
い若者の支援やミャンマーのために色 と々やりたい事
はありますが、今は旋盤加工を１から覚えて、ミャン
マーの状況が良くなったらミャンマーで旋盤の仕事を
受けられるようになりたいです。」

休日はユーチューブで旋盤の勉強、お友達への
連絡、ミャンマーで経営する会社のメールチェッ
ク、ミャンマーで日本語を学ぶ人の就職支援（ボ
ランティア）などをして多忙な彼女。。もう少し
したら車を買って、新潟県の面白いところを回っ
てみたい。と目を輝かせます。

留学時バイトしていた、中華料理のチェーン店
は厳しい所で、「どうして自分にはこれができな
いのか？」と涙を流した事もあるそうですが、持
ち前の笑顔と熱心さで新人教育を任されるように
までなったんだとか。
『厳しいほど自分の人生は成長する』という彼女の

言葉、そして生き方からは、最近の日本人が失った
何かを取り戻すきっかけがあるような気がしました。

日本語の他に、英語も堪能です。とにかく人と
話をすることが大好き。とのことですので、語学
に興味のある方、お話をしてみたい方は㈲イワセ
へご連絡ください。　（聴き手：振興委員　小林大士）

うちの自慢の人材

㈲イワセ
燕市吉田法花堂1965-2
TEL：0256-92-3750　
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日本公庫金利情報 日本公庫相談会 無料特許相談会 労働・年金相談会

★小規模事業者経営改善資金
（マル経）

　１．２２％（前月比＋0.01）
※7月1日現在

日時　7月29日（金）
　　　午後1時30分
　　　　　～2時30分
場所　吉田商工会
相談員　黒田勇治弁理士

日時　7月28日（木）
　　　午前10時
　　　　　　～正　午
場所　吉田商工会
相談員　社会保険労務士会
　　　三条支部

※マル経融資は商工会で経
営指導を受けた方に対し無
担保・無保証人で日本公庫
が融資を行う国の制度です。 一週間前までに予約申込が必要です。

※実用新案・意匠・商標の相談も
受け付けます。前日までに必ず事
前予約をお願いします。

日時　7月15日（金）
　　　午前10時～
　　　　　　～正　午
場所　吉田商工会
※普通貸付の融資相談会で
す。必要書類がありますの
で、前日までに事前予約を
お願いします。

今後の行事予定表
7月　5日（火）食協吉田支部　検便

　5日（火）新潟朱鷺市7月定例会（明治屋）
　6日（水）女性部役員会（吉田産業会館）
11日（月）女性部健康づくり教室（吉田ふれあいセンター）
12日（火）工業交流会定例会
19日（火）女性部奉仕活動「吉田神社清掃」（吉田神社）
21日（木）異業種交流会定例会
23日（土）第63回吉田まつり
26日（火）事業承継相談会
26日（火）食協吉田支部　夏季一斉巡回指導

8月　3日（水）商工会だより編集会議（吉田産業会館）
　4日（木）会長杯チャリティゴルフ大会　第2回実行委員会

四
半
期
毎
に
景
況
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

回
答
期
限
は
、
８
月
５
日
で
す
。

な
お
、
事
業
所
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
等
の
収
集
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

景
況
調
査
を
行
い
ま
す

つばめ輝く女性表彰2022候補者を募集します
あらゆる場面で女性が活躍できるような社会の実現を目指して、燕市では「つばめ輝く女性表彰 2022」

を実施します。様々な分野で挑戦し、輝いている女性個人や女性の活躍推進に積極的に取り組む事業所・団
体を募集します。

■表彰対象
「つばめ輝く女性賞」

燕市在住もしくは主として市内において活躍している女性で、身近なモデルになる輝いている女性個人。1人程度。

「つばめ輝く女性応援賞」
主として燕市内において、女性が活躍しやすい環境づくりに積極的に取り組んでいる事業所または団体。 

1事業所（団体）程度。

■応募方法（自薦・他薦は問いません）
推薦書（自薦の場合は応募用紙）を電子メールまたは郵送で提出してください。
用紙は、燕市のホームページからダウンロードできるほか、 燕市役所・燕商工会議所・吉田商工会・分水

商工会・農協などの窓口にも用意してあります。

■応募期間
7月1日（金）～ 8 月31日（水）まで

■お問い合わせ ・提出先
〒959-0295　燕市吉田西太田1934番地
燕市企画財政部　地域振興課協働推進係
☎0256 ・ 77 ・ 8361 （直通）
電子メール chiiki@city.tsubame.lg.jp


